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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第52期中 第53期中 第54期中 第52期 第53期

会計期間

自令和４年
１月１日
至令和４年
６月30日

自令和５年
１月１日
至令和５年
６月30日

自令和６年
１月１日
至令和６年
６月30日

自令和４年
１月１日
至令和４年
12月31日

自令和５年
１月１日
至令和５年
12月31日

売上高 千円 1,028,258 1,082,820 1,121,628 2,211,954 2,388,522

経常利益（△は損失） 千円 13,964 △31,325 △51,804 109,875 114,830

中間（当期）純利益（△は

損失）
千円 △8,262 △66,231 △50,204 50,057 52,136

持分法を適用した場合の投

資利益
千円 － － － － －

資本金 千円 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 株 6,432 6,432 6,432 6,432 6,432

純資産額 千円 5,902,833 5,894,921 5,963,085 5,961,153 6,013,289

総資産額 千円 6,426,055 6,413,470 6,461,875 6,366,048 6,417,184

１株当たり純資産額 円 917,729.09 916,499.04 927,096.67 926,796.17 934,902.02

１株当たり中間（当期）純

利益（△は損失）
円 △1,284.56 △10,297.13 △7,805.35 7,782.51 8,105.84

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益
円 － － － － －

１株当たり配当額 円 － － － － －

自己資本比率 ％ 91.9 91.9 92.3 93.6 93.7

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
千円 115,702 140,965 122,960 209,069 322,991

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
千円 △268,085 △291,825 △92,521 △448,016 △292,188

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
千円 － － － － －

現金及び現金同等物の中間

期末（期末）残高
千円 374,720 137,294 349,396 288,155 318,958

従業員数
人

154 151 150 147 140

（外、平均臨時雇用者数） （87） （89） （90） （89） （93）

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

　　は記載しておりません。また、関連会社はないため持分法を適用した場合の投資利益については、記載して

　　おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

　　ん。
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２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、関係会社における異

動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

　　　　当社の事業は単一セグメントであるため、事業部門別の従業員数を示すと次のとおりであります。

令和６年６月30日現在
 

事業部門別 従業員数（人）

　本社 　　　　　　　　　　　　7  （ 4 ）

　宍戸ヒルズカントリークラブ 　　　　　　　　　　　101 （ 61 ）

　静ヒルズカントリークラブ 　　　　　　　　　　　 42 （ 25 ）

合計 　　　　　　　　　　　150 （ 90 ）

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は当中間会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

 

(2）労働組合の状況

　労働組合はありません。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

(1）当中間会計期間における当社の経営方針について、重要な変更事項はありません。

 

(2）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　　当中間会計期間中における優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題につきまして、来場者の方々に安心・

　安全にプレーしていただけるように取り組むとともに、コースやクラブハウス設備の維持管理・改修を効率的に

　進め、より快適な環境づくりを目指してまいります。

 

２【事業等のリスク】

　　当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

　等のリスクについての重要な変更はありません。

 

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績等の状況の概要

　　当中間会計期間における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下「経営成績等」という。）

　の状況の概要は次のとおりであります。

 

 ①財政状態及び経営成績の状況

　　当中間会計期間におけるゴルフ場業界は、新型コロナウィルス感染症が収束に向かい、社会経済活動の正常化が

　進むなど、明るい兆しもありましたが、ロシアのウクライナ侵攻長期化による影響及び円安による原材料や燃料費

　の高騰など厳しい経営環境が継続しております。

　　　　このような状況のもと、当社におきましては、宍戸ヒルズカントリークラブ練習場受付建物建替工事を実施し、

　　　来場者の皆様の満足度の向上を図り、また、６月には宍戸ヒルズカントリークラブ西コースにて「ＢＭＷ日本ゴル

　　　フツアー選手権森ビルカップ」が開催され、その経験を日常の運営に生かす等強化に努めました。

　　当中間会計期間における業績につきましては、来場者は、宍戸ヒルズカントリークラブは 34,837名（前年同期

　比94.6%）、静ヒルズカントリークラブは 21,165名（前年同期比98.2%）となり、これに伴う売上高は 1,121,628

　千円（前年同期比103.5%）となりました。

　　一方、売上原価及び一般管理費は、1,179,455千円（前年同期比105.3%）となり、この結果、経常損失は51,804

　千円（前年同期は経常損失31,325千円）、これに特別損益、税金費用等を加え、中間純損失は50,204千円（前年同

　期は中間純損失66,231千円）となりました。

　なお、当社の事業はゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を

省略しております。

 

 ②キャッシュ・フローの状況

　当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ30,438千円増加

し、当中間会計期間末は、349,396千円となりました。

また、当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において、営業活動の結果増加した資金は122,960千円（前年同期比18,005千円減）となりまし

た。これは主にその他負債の増加137,515千円によるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において、投資活動の結果減少した資金は92,521千円（前年同期比199,304千円減）となりまし

た。これは有形固定資産の取得によるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において、財務活動によるキャッシュ・フローはありません。

 

③生産、受注及び販売の実績

　当社は生産及び受注を行っていないため、記載を省略しております。

 

　　　営業実績

　当中間会計期間の営業実績は次のとおりであります。

なお、当社の事業は単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

項目
第54期中

（自　令和６年１月１日
至　令和６年６月30日）

前年同期比（％）

グリーンフィー収入（千円） 206,583 110.3

維持費収入（千円） 156,268 96.4

キャディフィー収入（千円） 215,043 100.1

貸物品等収入（千円） 6,216 95.7

ロッカーフィー収入（千円） 4,101 101.5

年会費収入（千円） 118,438 100.5

レストラン売上（千円） 154,191 104.2

会員登録料収入（千円） 59,950 106.6

その他（千円） 200,834 107.7

合計（千円） 1,121,628 103.5
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(2)経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

　　経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものです。

 

①重要な会計方針及び見積り

　　当社の中間財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められる会計基準に基づき作成されております。

　この財務諸表の作成にあたって、当社が採用している重要な会計方針は、「第５　経理の状況　１　中間財務諸表

　等　（1）中間財務諸表　注記事項（重要な会計方針）」に記載のとおりであります。

　　なお、財務諸表の作成にあたって、資産・負債や収益・費用に影響を与える見積りは、一定の会計基準の範囲内

　において過去の実績やその時点での入手可能な情報に基づき合理的に判断しておりますが、実際の結果は、これら

　の見積りと異なる可能性があります。

 

②当中間会計期間の経営成績等の状況に関する認識及び分析、検討内容

 a.財政状態

（資産の部）

　当中間会計期間末の資産の部合計は、前事業年度末と比較して44,691千円（0.6%）増加し、6,461,875千円と

なりました。

　流動資産は、同57,461千円（6.0%）増加し、1,010,193千円となりました。増減の主な要因は、現金及び預金が

30,438千円増加及び前払費用（流動資産の「その他」に含む。）が30,402千円増加したことによるものでありま

す。

　固定資産は、同12,770千円（0.2%）減少し、5,451,682千円となりました。増減の主な要因は、有形固定資産の

取得189,045千円及び建設仮勘定の減少83,994千円、減価償却費118,906千円を計上したことによるものでありま

す。

 

（負債の部）

　当中間会計期間末の負債の部合計は、前事業年度末と比較して94,895千円（23.4%）増加し、498,789千円とな

りました。

　流動負債は、同90,022千円（31.5%）増加し、375,557千円となりました。増減の主な要因は、前受収益（流動負

債の「その他」に含む。）が135,316千円増加したことによるものであります。

　固定負債は、同4,872千円（4.1%）増加し、123,232千円となりました。増減の主な要因は、退職給付引当金が

4,872千円増加したことによるものであります。

 

（純資産の部）

　当中間会計期間末の純資産の部合計は、前事業年度末と比較して50,204千円（0.8%）減少し、5,963,085千円

となりました。増減の主な要因は、中間純損失の計上により繰越利益剰余金が50,204千円減少したことによるも

のであります。

 

 b.経営成績等

　「第２　事業の状況　３　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

（１）経営成績等の状況の概要　①財政状態及び経営成績の状況」に記載した事項をご参照下さい。

 

 c.キャッシュ・フローの状況の分析

「第２　事業の状況　３．経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　（１）経営成績等の状況の概要　②キャッシュ・フローの状況」に記載した事項をご参照下さい。

 

 d.経営成績等の状況に重要な影響を与える要因

「第２　事業の状況　２．事業等のリスク」に記載した事項をご参照下さい。

 

　 　e.資本の財源及び資金の流動性

　　　　当社は、設備投資等に必要な資金及びその他所要資金については、自己資金において充当しております。
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４【経営上の重要な契約等】

　特記すべき事項はありません。

 

５【研究開発活動】

　特記すべき事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

２【設備の新設、除却等の計画】

　該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,728

計 25,728

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（令和６年６月３０日）

提出日現在発行数（株）
（令和６年９月２７日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 6,432 6,432 非上場

当社は単元株制度は

採用しておりませ

ん。

（注）

計 6,432 6,432 ― ―

（注）　当社定款第８条において、株式の譲渡制限につき、次のとおり規定しております。

　当会社の株式の譲渡または取得については、株主または取得者は取締役会の承認を受けなければならない。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

自令和６年１月１日

至令和６年６月30日
― 6,432 ― 100,000 ― 2,104,200
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（５）【大株主の状況】

  令和６年６月30日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

森ビル株式会社 東京都港区六本木6-10-1 5,330 82.8

パナソニックホールディングス株式

会社
大阪府門真市大字門真1006 200 3.1

髙谷　謙 東京都荒川区 4 0.0

有限会社オー・アンド・オー 東京都中央区銀座8-6-18 3 0.0

株式会社幸拓コーポレーション 東京都新宿区西新宿7-5-14 3 0.0

山本　靖弘 神奈川県川崎市麻生区 3 0.0

吉見　英司 東京都豊島区 3 0.0

株式会社オフィス・メイ 東京都世田谷区野沢3-15-16 2 0.0

医療法人健清会 茨城県那珂市中台719-1 2 0.0

株式会社ジールアソシエイツ 東京都中央区銀座1-19-7 2 0.0

髙野興業株式会社 東京都墨田区本所1-2-3 2 0.0

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区大手町2-6-4 2 0.0

東葉ハウジング株式会社 東京都台東区下谷2-8-11 2 0.0

株式会社日本ウィルテックソリュー

ション
東京都中央区日本橋室町3-2-1 2 0.0

水戸精工株式会社 茨城県ひたちなか市山崎71 2 0.0

株式会社もとゆき 千葉県浦安市北栄1-12-25 2 0.0

株式会社リープ 千葉県浦安市海楽1-24-30 2 0.0

上野　秀治 東京都港区 2 0.0

久下　正則 東京都葛飾区 2 0.0

斉藤　純靖 埼玉県草加市 2 0.0

鈴木　猛 茨城県水戸市 2 0.0

鈴木　悠児 神奈川県横浜市港北区 2 0.0

田邊　孝 千葉県柏市 2 0.0

中川　博貴 茨城県常総市 2 0.0

松本　敦之 東京都杉並区 2 0.0

百村　薫 東京都文京区 2 0.0

山本　理一郎 茨城県日立市 2 0.0

計 ― 5,586 86.8
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

令和６年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　　6,432 6,432 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 6,432 ― ―

総株式の議決権 ― 6,432 ―

 

②【自己株式等】

令和６年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
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２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について
　当社の中間財務諸表は「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は財務諸表等規則第１編及び第４編の規定により第２種中間財務諸表を作成しています。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（令和６年１月１日から令和６年６月

30日まで）の中間財務諸表について、清陽監査法人により中間監査を受けております。

 

３．中間連結財務諸表について
　当社は、子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(令和５年12月31日)
当中間会計期間
(令和６年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 318,958 349,396

未収入金 153,389 128,709

棚卸資産 60,600 61,241

関係会社預け金 400,000 400,000

その他 27,688 77,205

貸倒引当金 △7,905 △6,359

流動資産合計 952,731 1,010,193

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,146,634 1,220,737

構築物（純額） 868,771 859,488

機械及び装置（純額） 76,693 82,819

車両運搬具（純額） 27,876 27,856

工具、器具及び備品（純額） 83,632 86,376

コース勘定 1,643,102 1,643,843

土地 1,250,874 1,250,874

建設仮勘定 117,431 33,436

その他（純額） 108,693 108,693

有形固定資産合計 ※１ 5,323,711 ※１ 5,314,127

無形固定資産 66,666 62,391

投資その他の資産   

繰延税金資産 47,926 48,274

その他 26,148 26,888

投資その他の資産合計 74,075 75,163

固定資産合計 5,464,452 5,451,682

資産合計 6,417,184 6,461,875

負債の部   

流動負債   

買掛金 102,563 95,422

賞与引当金 8,143 8,656

未払法人税等 14,454 2,573

設備関係未払金 5,966 18,496

その他 154,406 250,407

流動負債合計 285,534 375,557

固定負債   

退職給付引当金 112,104 116,977

長期預り金 6,255 6,255

固定負債合計 118,359 123,232

負債合計 403,894 498,789
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(令和５年12月31日)
当中間会計期間
(令和６年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金   

資本準備金 2,104,200 2,104,200

その他資本剰余金 2,673,623 2,673,623

資本剰余金合計 4,777,823 4,777,823

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 1,135,465 1,085,261

利益剰余金合計 1,135,465 1,085,261

株主資本合計 6,013,289 5,963,085

純資産合計 6,013,289 5,963,085

負債純資産合計 6,417,184 6,461,875
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②【中間損益計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　令和５年１月１日
　至　令和５年６月30日)

当中間会計期間
(自　令和６年１月１日
　至　令和６年６月30日)

売上高 1,082,820 1,121,628

売上原価 673,386 717,886

売上総利益 409,434 403,741

一般管理費 446,364 461,568

営業損失（△） △36,930 △57,827

営業外収益 ※１ 5,604 ※１ 6,023

経常損失（△） △31,325 △51,804

特別利益 ※２ 999 -

特別損失 ※３ 21,085 ※３ 3

税引前中間純損失（△） △51,410 △51,807

法人税、住民税及び事業税 2,573 2,573

過年度法人税等 - △3,828

法人税等調整額 12,247 △347

法人税等合計 14,820 △1,603

中間純損失（△） △66,231 △50,204
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　令和５年１月１日　至　令和５年６月30日）

       (単位：千円)

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
 

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益
剰余金

利益剰余金
合計

 
繰越利益剰
余金

当期首残高 100,000 2,104,200 2,673,623 4,777,823 1,083,329 1,083,329 5,961,153 5,961,153

当中間期変動額         

中間純損失（△）     △66,231 △66,231 △66,231 △66,231

当中間期変動額合計 － － － － △66,231 △66,231 △66,231 △66,231

当中間期末残高 100,000 2,104,200 2,673,623 4,777,823 1,017,097 1,017,097 5,894,921 5,894,921

 

当中間会計期間（自　令和６年１月１日　至　令和６年６月30日）

       (単位：千円)

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
 

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益
剰余金

利益剰余金
合計

 
繰越利益剰
余金

当期首残高 100,000 2,104,200 2,673,623 4,777,823 1,135,465 1,135,465 6,013,289 6,013,289

当中間期変動額         

中間純損失（△）     △50,204 △50,204 △50,204 △50,204

当中間期変動額合計 － － － － △50,204 △50,204 △50,204 △50,204

当中間期末残高 100,000 2,104,200 2,673,623 4,777,823 1,085,261 1,085,261 5,963,085 5,963,085
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　令和５年１月１日
　至　令和５年６月30日)

当中間会計期間
(自　令和６年１月１日
　至　令和６年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純損失（△） △51,410 △51,807

減価償却費 111,992 118,906

退職給付引当金の増減額（△は減少） △13,263 4,872

賞与引当金の増減額（△は減少） 94 513

受取利息 △955 △927

貸倒引当金の増減額（△は減少） 518 1,863

有形固定資産除却損 21,085 3

固定資産売却損益（△は益） △999 -

売上債権の増減額（△は増加） 21,815 24,680

棚卸資産の増減額（△は増加） 3,516 △640

仕入債務の増減額（△は減少） △8,924 △7,140

未払金の増減額（△は減少） △9,856 △5,923

未払消費税等の増減額（△は減少） 14,952 △35,590

長期預り金の増減額（△は減少） △6,335 -

その他の資産の増減額（△は増加） △57,634 △53,665

その他の負債の増減額（△は減少） 137,931 137,515

小計 162,524 132,658

利息の受取額 955 927

法人税等の支払額 △22,515 △10,626

営業活動によるキャッシュ・フロー 140,965 122,960

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △273,086 △92,521

有形固定資産の売却による収入 1,000 -

有形固定資産の除却による支出 △19,739 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △291,825 △92,521

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △150,860 30,438

現金及び現金同等物の期首残高 288,155 318,958

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 137,294 ※ 349,396
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

(1）有価証券

その他有価証券

市場価格のない株式等

総平均法による原価法

(2）棚卸資産

　最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

 

２．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産

定額法

主な耐用年数

建　物　10～60年

構築物　８～48年

(2）無形固定資産

　定額法

　なお、社内利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

(3）長期前払費用

　定額法

 

３．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

　当中間会計期間末に有する債権の貸倒れに備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸

念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2）賞与引当金

　従業員に対して支給する賞与に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

(3）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当中間会計期間末における退職給付見込額（簡便法）に基づき、当中

間会計期間末において発生していると認められる額を計上しております。

 

４．収益及び費用の計上基準

　　　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な業務における主な履行義務の内容及び当該履行義務

を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

　(1)　プレー関係収入

　　　　プレー関係収入につきましては、ゴルフプレー、レストランサービス等の提供時点において履行義務

　　　が充足されると判断しており、当該ゴルフプレー等の提供時点で収益を認識しております。

　(2)　年会費収入

　　　　年会費収入につきましては、会員としての地位に基づくサービスの対価として年会費を受領してお

　　　り、対応した期間にわたり収益として認識しております。

　(3)　会員登録料収入

　　　　会員登録料収入につきましては、会員資格の提供を行っており、会員資格が承認された時点で収益を

　　　認識しております。

 

５．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスク

しか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。
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（中間貸借対照表関係）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

前事業年度
（令和５年12月31日）

当中間会計期間
（令和６年６月30日）

3,393,936千円 3,507,230千円

 

 

（中間損益計算書関係）

※１　営業外収益のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 
 

前中間会計期間
（自　令和５年１月１日
至　令和５年６月30日）

当中間会計期間
（自　令和６年１月１日
至　令和６年６月30日）

受取利息 955千円 927千円

助成金収入 300 200

 

※２　特別利益のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 
 

前中間会計期間
（自　令和５年１月１日
至　令和５年６月30日）

当中間会計期間
（自　令和６年１月１日
至　令和６年６月30日）

固定資産売却益

　　　　機械及び装置

 

999千円

 

―千円

 

※３　特別損失のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　令和５年１月１日
至　令和５年６月30日）

当中間会計期間
（自　令和６年１月１日
至　令和６年６月30日）

固定資産除却損 21,085千円 3千円

   

　４　減価償却実施額

 
前中間会計期間

（自　令和５年１月１日
至　令和５年６月30日）

当中間会計期間
（自　令和６年１月１日
至　令和６年６月30日）

有形固定資産 107,673千円 114,631千円

無形固定資産 4,319 4,275
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　令和５年１月１日　至　令和５年６月30日）

１．発行済株式に関する事項

 
当事業年度期首株
式数

増加株式数 減少株式数
当中間会計期間末
株式数

普通株式(株) 6,432 － － 6,432

合計 6,432 － － 6,432

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　令和６年１月１日　至　令和６年６月30日）

１．発行済株式に関する事項

 
当事業年度期首株
式数

増加株式数 減少株式数
当中間会計期間末
株式数

普通株式(株) 6,432 － － 6,432

合計 6,432 － － 6,432

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※　　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前中間会計期間

（自　令和５年１月１日
至　令和５年６月30日）

当中間会計期間
（自　令和６年１月１日
至　令和６年６月30日）

現金及び預金勘定 137,294千円 349,396千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 137,294 349,396

 

 

（リース取引関係）

　該当事項はありません。
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（金融商品関係）

　　　　１.金融商品の時価等に関する事項

　中間貸借対照表計上額（貸借対照表計上額）、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

 

　前事業年度（令和５年12月31日）

　(※1)「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額

　　　　に近似するものであることから、記載を省略しております。

　(※2)「未収入金」、「関係会社預け金」、「買掛金」については、短期間で決済されるため時価が帳簿価

　　　　額に近似するものであることから、記載を省略しております。

　(※3)市場価格のない非上場株式（貸借対照表計上額500千円）については、記載しておりません。

 

　当中間会計期間（令和６年６月30日）

　(※1)「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額

　　　　に近似するものであることから、記載を省略しております。

　(※2)「未収入金」、「関係会社預け金」、「買掛金」については、短期間で決済されるため時価が帳簿価

　　　　額に近似するものであることから、記載を省略しております。

　(※3)市場価格のない非上場株式（中間貸借対照表計上額500千円）については、記載しておりません。

 

２.金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　　　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル

　　に分類しております。

　　レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価

　　　　　　　　　　の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

　　レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定

　　　　　　　　　　に係るインプットを用いて算定した時価

　　レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

 

　　　　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれ

　　　ぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 

　　　　　（1）時価で中間貸借対照表（貸借対照表）に計上している金融商品

　　　　　　　前事業年度（令和５年12月31日）

　　　　　　　　該当事項はありません。

 

　　　　　　　当中間会計期間（令和６年６月30日）

　　　　　　　　該当事項はありません。

 

　　　　　（2）時価で中間貸借対照表（貸借対照表）に計上している金融商品以外の金融商品

　　　　　　　前事業年度（令和５年12月31日）

　　　　　　　　該当事項はありません。

 

　　　　　　　当中間会計期間（令和６年６月30日）

　　　　　　　　該当事項はありません。
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（有価証券関係）

前事業年度（令和５年12月31日）

その他有価証券

　その他有価証券はすべて非上場株式（貸借対照表計上額500千円）であり、市場価格のない株式である

ことから、記載しておりません。

 

当中間会計期間（令和６年６月30日）

その他有価証券

　その他有価証券はすべて非上場株式（中間貸借対照表計上額500千円）であり、市場価格のない株式で

あることから、記載しておりません。

 

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

 

（賃貸等不動産関係）

　　　　　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

１.顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

　前中間会計期間（自 令和５年１月１日　至 令和５年６月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

入場料収入 　　　　　　　　　349,244

キャディ収入 　　　　　　　　　214,668

年会費収入 　　　　　　　　　117,819

会員登録料収入 　　　　　　　　　 56,200

レストラン及び売店及びホテル他収入 　　　　　　　　　251,131

その他 　　　　　　　　　 93,755

顧客との契約から生じる収益                1,082,820

その他の収益   　　　　　　　　　　－

外部顧客への売上高 　　　　　　　　1,082,820

 

　当中間会計期間（自 令和６年１月１日　至 令和６年６月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

入場料収入 　　　　　　　　　362,852

キャディ収入 　　　　　　　　　215,043

年会費収入 　　　　　　　　　118,438

会員登録料収入 　　　　　　　　　 59,950

レストラン及び売店及びホテル他収入 　　　　　　　　　268,734

その他 　　　　　　　　　 96,610

顧客との契約から生じる収益                1,121,628

その他の収益   　　　　　　　　　　－

外部顧客への売上高 　　　　　　　　1,121,628

 

　　　　２.顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　　　　　　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は「（重要な会計方針）４.収益及び費用

　　　　　の計上基準」に記載のとおりであります。
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　　　　３.顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当中間会計

　　　　　　　期間末において存在する顧客との契約から、当中間会計期間の末日後に認識すると見込まれる収益の金額

　　　　　　及び時期に関する情報

 

　　　　（1）契約負債の残高等

前事業年度（自 令和５年１月１日　至 令和５年12月31日）

（単位：千円）
 

 当事業年度

 期首残高 期末残高

　顧客との契約から生じた債権 　　　　　　 29,222 　　　　　　 26,966

　契約負債 　　　　　　 10,816 　　　　　　 10,166

 

　　　　　　契約負債は、財又はサービスを顧客に移転する当社の義務に対して、当社が顧客から対価を受け取ったもの

　　　　　又は対価を受け取る期限が到来しているものであり、収益の認識に伴い取り崩されます。

 

　　　　　当中間会計期間（自 令和６年１月１日　至 令和６年６月30日）

（単位：千円）
 

 当中間会計期間

 期首残高 期末残高

　顧客との契約から生じた債権 　　　　　　 26,966 　　　　　　 40,647

　契約負債 　　　　　　 10,166 　　　　　　144,611

 

　　　　　　契約負債は、財又はサービスを顧客に移転する当社の義務に対して、当社が顧客から対価を受け取ったもの

　　　　　又は対価を受け取る期限が到来しているものであり、収益の認識に伴い取り崩されます。

 

　　　　　　当中間会計期間において、契約負債が134,445千円増加した主な理由は、当期の年会費収入のうち下期に対

　　　　　応する金額が前受収益に計上されるためであります。

 

　　　　（2）残存履行義務に配分した取引価格

　　　　　　　当社では、残存履行義務に配分した取引価格の注記に当たって実務上の便法を適用し、当初に予想される

　　　　　　契約期間が1年を超える重要な契約がないため、記載を省略しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自　令和５年１月１日　至　令和５年６月30日）

　当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自　令和６年１月１日　至　令和６年６月30日）

　当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

 

【関連情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自　令和５年１月１日　至　令和５年６月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、地域

ごとの売上高の記載を省略しております。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超える

ため、地域ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手がいないため、記載を

省略しております。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自　令和６年１月１日　至　令和６年６月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、地域

ごとの売上高の記載を省略しております。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超える

ため、地域ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手がいないため、記載を

省略しております。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前中間会計期間（自　令和５年１月１日　至　令和５年６月30日）

　該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　令和６年１月１日　至　令和６年６月30日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前中間会計期間（自　令和５年１月１日　至　令和５年６月30日）

　該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　令和６年１月１日　至　令和６年６月30日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前中間会計期間（自　令和５年１月１日　至　令和５年６月30日）

　該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　令和６年１月１日　至　令和６年６月30日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前中間会計期間

（自　令和５年１月１日
至　令和５年６月30日）

当中間会計期間
（自　令和６年１月１日
至　令和６年６月30日）

1株当たり中間純損失（△）（千円） △10,297.13円 △7,805.35円

（算定上の基礎）   

中間純損失（△）（千円） △66,231 △50,204

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純損失（△）（千円） △66,231 △50,204

普通株式の期中平均株式数（株） 6,432 6,432

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

 

前事業年度

（令和５年12月31日）

当中間会計期間

（令和６年６月30日）

１株当たり純資産額 　　　　　　934,902.02円 　　　　　　927,096.67円

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（２）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】
　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第53期）（自　令和５年１月１日　至　令和５年12月31日）令和６年３月28日関東財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間監査報告書  

 

令和６年９月２７日
 

森ビルゴルフリゾート株式会社
 

 取締役会　御中  

 

 清陽監査法人  

 　東京都港区  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士  光成　卓郎

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士  森　亮太

 

中間監査意見

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる森ビルゴルフリゾート株式会社の令和６年１月１日から令和６年12月31日までの第54期事業年度の中間会計期間（令

和６年１月１日から令和６年６月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株

主資本等変動計算書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

て、森ビルゴルフリゾート株式会社の令和６年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（令和

６年１月１日から令和６年６月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示している

ものと認める。

 

中間監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の

基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が

国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成

し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な

情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者

の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場から中

間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集

計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的専

門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応

　する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の意見

　表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部が省

　略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分析的手

　続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。
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・ 中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価

　の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連

　する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注

　記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

　き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論

　付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸表の注記事

　項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に

　対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手した監査証拠

　に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

　ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表が基礎

　となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内

部統制の重要な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項について報

告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（※）１．上記の中間監査報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれていません。
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